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メーカー保証期間を終了したことから、2009 年は EIZO の M1700-GY 液晶モニタを用い
ていたが、今回は同メーカーEIZO の EV2316W を用いた。色光の三原色である R（赤）、
G（緑）、B（青）を実験色として呈示試料を作成し、被験者が抱く各季節感を数量的に
表すため、サーストンの一対比較法を用いた尺度構成を行った。被験者は、色覚異常





















図 2 実験使用色 




を変化させることで 8種類の色（それぞれを R1・R2・R3・R4・R5・R6・R7・R8 とする）
を作成した。この 8色は、256 色環境の最小値から最大値（0～255）を均等に分割した
値（31、63、95、127、159、191、223、255）を用いて作成した色である。同様に、緑





を用い、赤ならば R1～R8 の 8 色から 2色をランダ
ムに一対にした 28 種類（8C2）の試料を作成した。
同様に、緑は G1～G8 の 8 色を、青は B1～B8 の 8
色を利用し、各色 28 試料を作成した。この呈示試
料は、灰色（R：208、G：206、B：203）の背景（縦
19.5cm×横 27cm）の上に、色（一辺 8cm の正方
形）の対が横に並ぶように配置している。図 3
に呈示試料の一例を示す。このような呈示試料を、1季節 84 試料（28 種類×赤・青・


















図 3 呈示試料の一例 
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い、自由度 �とカイ二乗値 �02 を求め、カイ二乗検定を行った。 
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た。被験者の判定結果の合計を元に、次式(5)により標準偏差 � を算出した。� は有効
被験者数、� は各色の試料数であり、��� は � と � を比較したとき、� をよりその季節ら
しいと判定した被験者全体の嗜好度となる。 
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− 1                      (6) 12) 
赤 緑 青 赤 緑 青 赤 緑 青 赤 緑 青
114 114 114 114 114 114 114 114 114 114 114 114
無し（人） 4 1 11 5 7 6 2 7 12 10 5 12
有り（人） 110 113 103 109 107 108 112 107 102 104 109 102
　　　　　　　　　　季節
　人数




















































表 3 <春の青>の尺度値 
B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 計 尺度値
B1 -1.49 -1.49 -1.14 -1.76 -1.57 -1.30 -1.19 -9.95 -1.24
B2 1.49 -1.24 -1.36 -1.36 -1.01 -1.06 -1.10 -5.63 -0.70
B3 1.49 1.24 -1.06 -0.94 -1.01 -1.06 -0.94 -2.26 -0.28
B4 1.14 1.36 1.06 -1.01 -0.97 -0.90 -0.76 -0.09 -0.01
B5 1.76 1.36 0.94 1.01 -0.61 -0.83 -0.94 2.70 0.34
B6 1.57 1.01 1.01 0.97 0.61 -0.73 -0.83 3.62 0.45
B7 1.30 1.06 1.06 0.90 0.83 0.73 -0.70 5.17 0.65
B8 1.19 1.10 0.94 0.76 0.94 0.83 0.70 6.45 0.81
春 夏 秋 冬
赤 ** ** ** **
緑 ** ** ** ** *：5%水準




図 4 は<赤>に対する季節感の尺度値をプロットしたものである。今回作成した R1～
R8 の色に対し、被験者は、R6～R8 に春・夏を感じている一方で、R1～R3 には春を、R1









図 4 〈赤〉の尺度値プロット結果 
図 5 〈緑〉の尺度値プロット結果 
図 6 〈青〉の尺度値プロット結果 
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図 5は<緑>に対する季節感の尺度値をプロットしたものである。被験者は G4～G8 に
春を、G5～G8 に夏を感じている一方で、G1・G2 に春、G1～G3 に夏を感じていないこと








図 6 は<青>に対する季節感の尺度値をプロットしたものである。B5～B8 に春を、B6































 次に、表 4 のように得られた尺度値と輝度 v）との関係を検討した。検討にあたり、
今回使用した実験色（24 色）を、実験時と同様の環境で測色した。測色には、KONICA 













  春 夏 秋 冬   春 夏 秋 冬   春 夏 秋 冬 
R1 -1.44 -1.25 -0.45 0.68 G1 -1.76 -2.02 0.60 1.07 B1 -1.24 -2.83 0.40 0.93 
R2 -0.77 -1.66 0.45 0.89 G2 -1.01 -1.04 1.43 1.10 B2 -0.70 -1.76 0.85 0.95 
R3 -0.52 -1.32 0.81 0.71 G3 -0.21 -0.52 1.52 0.86 B3 -0.28 -0.70 1.09 0.75 
R4 0.00 -0.81 0.94 0.42 G4 0.32 -0.07 0.98 0.28 B4 -0.01 0.05 1.08 0.39 
R5 0.26 -0.41 0.71 0.16 G5 0.73 0.31 0.16 0.00 B5 0.34 0.26 0.15 -0.04 
R6 0.73 1.49 -0.05 -0.33 G6 0.87 0.74 -0.25 -0.51 B6 0.45 1.18 -0.39 -0.45 
R7 0.92 1.75 -0.80 -0.94 G7 0.65 1.03 -1.84 -1.13 B7 0.65 1.34 -1.16 -0.95 
R8 0.81 2.21 -1.61 -1.58 G8 0.41 1.56 -2.58 -1.66 B8 0.81 2.46 -2.02 -1.59 
 
 
 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 
Lv (cd/m2) 2.48 4.53 9.42 16.36 23.03 32.65 44.50 56.49 
x 0.4071 0.5045 0.5651 0.5886 0.6008 0.6123 0.6206 0.6290 
y 0.3467 0.3378 0.3330 0.3338 0.3340 0.3340 0.3358 0.3372 
 G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 
Lv (cd/m2) 3.76 12.69 28.06 52.59 80.09 118.80 170.80 218.40 
x 0.3368 0.3168 0.3123 0.3107 0.3112 0.3117 0.3148 0.3225 
y 0.4486 0.5688 0.6126 0.6292 0.6350 0.6402 0.6415 0.6386 
 B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 
Lv (cd/m2) 2.25 2.64 3.31 4.85 6.65 8.56 11.26 15.77 
x 0.2718 0.2079 0.1820 0.1751 0.1696 0.1673 0.1659 0.1655 
y 0.2258 0.1118 0.0648 0.0541 0.0450 0.0404 0.0392 0.0437 
表 5 実験使用色の測色結果一覧 
図 7 輝度による<赤>の季節別尺度値変化 






































図 9 輝度による<青>の季節別尺度値変化 




























輝度 53cd/m2の G4 に対し冬を感じる
程度が特に低くなり、G1（4cd/m2）・G5（80cd/m2）に冬を感じる程度が高くなっている。







B2・B3・B6 でも秋を感じるようになっていることから、輝度 2～9cd/m2 の低輝度な範
図 10 <赤>の季節別尺度値差 


































異なる。実際に、2009 年の調査で使用されたディスプレイの最大表示色は 1,619 万色
であるのに対し、今回使用したものは約 1,677 万色であり、以前よりも 58 万色の色再
現が可能となっている。昨今の技術革新による色域と輝度の広がりにより、高輝度色
である緑の色域が広くなり、多様な緑を表示することが可能となった。これにより、







































iii) 図 2 に示した色は印刷物として出力されているため、実際のディスプレイ色より
も輝度が無いため全体的に落ち着いた色として表示されている。 
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